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本稿は，昨年11月11日に，京都で開かれた第77回化石研究会例会の折に配られた

DIB Beverly Halsteadの誹演の要旨です。演者の了解を得て全文を掲載します。
演者は1984年10月～12月,学術振興会の交換教授として，京都大学の地鉱教室に来

られていました。イギリスのReadmg大学で，専門は古生代における脊椎動物の硬

組識の起源の研究です。 （編集係）
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